
序

弘
安
元
貞
和
二

虎
関
師
練
（
一
二
七
八
’
一
三
四
六
）
は
京
都
の
人
。
東
福
寺
開
山
の
円
爾

弁
円
に
は
じ
ま
る
聖
一
派
に
属
し
た
。
も
と
よ
り
、
『
元
亨
釈
書
』
の
著
者
と

し
て
広
く
知
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
虎
関
の
思
想
に
つ
い
て
、
後
に
述
べ

る
よ
う
な
視
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

虎
関
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
門
弟
竜
泉
令
埣
の
編
に
よ
る
『
海
蔵
和
尚
紀
年

録
』
（
『
続
群
書
類
従
』
第
二
百
三
十
二
所
収
）
、
玉
村
竹
二
氏
『
五
山
禅
僧
伝

記
集
成
』
（
講
談
社
、
一
九
八
三
）
に
詳
し
い
。

そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
虎
関
は
、
一
二
八
五
（
弘
安
八
）
年
、
三
聖
寺
宝
覚
に

八
歳
で
入
門
、
翌
年
叡
山
で
受
戒
し
、
以
後
十
年
ほ
ど
の
間
に
、
南
禅
寺
の
規

庵
円
旺
、
鎌
倉
円
覚
寺
の
桃
渓
徳
悟
な
ど
に
投
じ
て
参
禅
し
て
い
る
。

虎
関
の
経
歴
で
、
こ
れ
ら
参
禅
と
並
ん
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
密
教
へ
の
傾

斜
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
二
九
七
（
永
仁
五
）
年
に
は
、
仁
和
寺
で
広
沢
流

の
密
教
を
、
一
三
○
四
（
嘉
元
二
）
年
に
は
、
醍
醐
寺
の
実
賢
に
密
教
を
稟
け

て
お
り
、
晩
年
の
一
三
四
二
（
康
永
元
）
年
に
は
、
近
衛
基
嗣
の
た
め
に
護
摩

を
修
し
た
り
も
し
て
い
る
。
虎
関
は
、
一
三
三
二
（
正
慶
元
）
年
に
、
生
涯
の

活
動
の
中
心
と
な
る
東
福
寺
の
第
十
五
世
住
持
と
し
て
止
住
す
る
。
一
三
四
一

虎
関
師
練
の
思
想

（
暦
応
四
）
年
、
東
福
寺
塔
頭
の
海
蔵
院
に
退
き
、
そ
の
五
年
後
一
三
四
六

（
貞
和
二
）
年
、
同
所
に
て
没
す
る
。
六
十
九
歳
。

以
上
の
こ
と
、
さ
ら
に
『
済
北
集
』
『
聚
分
韻
略
』
な
ど
に
よ
り
、
虎
関
の

学
問
は
、
仏
教
の
承
な
ら
ず
、
荘
子
、
易
、
中
国
史
、
音
韻
論
等
多
岐
に
亘
る

（
１
人
）

こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
り
、
「
其
の
長
ず
る
所
は
学
問
の
博
ぎ
に
あ
る
」
と
い

う
評
価
も
首
肯
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
に
お
い
て
は
、
多
く
の
も
の
は
、
五
山
文
学

（
の
＆
）

の
ひ
と
つ
の
成
果
と
し
て
虎
関
の
詩
文
を
対
象
と
す
る
か
、
ま
た
は
歴
史
叙
述

（
Ｑ
Ｊ
）

と
し
て
の
『
元
亨
釈
書
』
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
か
の
ど
ち
ら
か
に
属
す
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
虎
関
の
学
問
全
体
あ
る
い
は
そ
の
学
問
を
成
り
立
た
せ
る
べ

き
彼
の
思
想
的
地
盤
に
目
を
据
え
て
な
さ
れ
た
研
究
は
管
見
の
か
ぎ
り
、
な

い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
虎
関
師
練
の
王
法
と
仏
法
と
の
関
係
論
に
焦
点
を
し

ぼ
っ
て
、
思
想
構
造
上
の
特
質
に
迫
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
具
体
的
な
考
察

を
は
じ
め
る
ま
え
に
、
中
世
初
期
に
、
日
本
に
本
格
的
に
導
入
さ
れ
た
禅
宗

が
、
宋
代
の
中
国
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
諸
関
係
を
保
っ
て
い
た
の

か
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
考
え
て
お
き
た
い
。

禅
宗
は
、
中
国
に
お
い
て
成
立
し
、
発
展
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
大
枠
と
し

市

川

浩
史

一
二
一
ハ



て
、
禅
宗
は
国
家
権
力
と
積
極
的
に
関
わ
り
を
も
ち
つ
つ
、
二
人
三
脚
の
よ
う

な
関
係
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
基
本
的
に
は
、
中
国
の
禅
宗
に

は
、
と
き
の
国
家
権
力
と
の
間
に
思
想
的
、
政
治
的
緊
張
関
係
を
つ
く
り
あ
げ

（
〃
篭
）

る
こ
と
を
尊
重
す
る
と
い
う
伝
統
的
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
日
本
に
禅
宗
が
本
格
的
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
き
の
王
朝
で
あ
っ
た
宋

（
５
）

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
諸
関
係
を
背
負
っ
た
禅
宗
が
日
本
に
導
入
さ
れ

た
と
ぎ
、
中
国
に
お
い
て
み
と
め
ら
れ
た
諸
関
係
は
教
団
体
制
、
組
織
な
ど
外

的
な
要
件
の
み
な
ら
ず
、
思
想
の
レ
等
ヘ
ル
に
お
い
て
も
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で

生
き
つ
づ
け
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
か
ら
、
日
本
思
想
史
上
の
課
題

と
し
て
、
中
世
、
と
り
わ
け
鎌
倉
期
の
禅
の
思
想
を
採
り
あ
げ
よ
う
と
す
れ

ば
、
や
は
り
、
い
わ
ば
所
与
の
如
上
の
性
格
を
生
か
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
、
虎
関
師
練
の
思
想
史
的
考
察
を
こ
れ
か

ら
は
じ
め
る
に
あ
た
っ
て
の
筆
者
の
基
本
的
視
座
で
あ
る
。
以
下
、
虎
関
の
仏

法
観
、
王
法
観
、
そ
し
て
両
者
の
関
係
論
と
い
う
順
序
で
論
述
を
す
す
め
て
ゆ

き
た
い
。

註

（
１
）
辻
善
之
助
氏
『
日
本
仏
教
史
』
第
四
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
四
九
）

（
２
）
は
や
く
は
、
上
村
観
光
、
芳
賀
幸
四
郎
、
山
岸
徳
平
氏
な
ど
の
諸
研

究
、
比
較
的
最
近
の
も
の
で
は
蔭
木
英
雄
氏
の
『
五
山
詩
史
の
研
究
』

（
笠
間
書
院
、
一
九
七
七
）
が
代
表
的
で
あ
ろ
う
。

（
３
）
『
元
亨
釈
書
』
上
梓
の
百
数
十
年
後
、
『
碧
山
日
録
』
（
『
改
定
史
籍

集
覧
』
第
二
十
五
所
収
）
の
編
者
大
極
は
こ
の
書
の
著
者
を
東
大
寺
の

一

虎
関
師
練
の
思
想
に
お
い
て
、
中
心
的
位
置
を
占
め
て
い
た
の
は
、
言
う
ま

で
も
な
く
禅
宗
と
い
う
名
の
仏
教
で
あ
っ
た
。

学
僧
凝
然
に
擬
し
て
い
た
。
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
大
屋
徳
城
氏
に

「
元
亨
釈
書
の
非
難
に
就
い
て
」
（
同
氏
『
日
本
仏
教
史
の
研
究
』
第
三

巻
、
東
方
文
献
刊
行
会
、
一
九
二
八
所
収
）
な
る
否
定
の
論
が
あ
る
。

本
稿
は
、
基
本
的
に
大
屋
氏
の
所
論
に
よ
っ
て
以
下
考
察
す
る
。

『
元
亨
釈
書
』
は
近
世
以
来
国
粋
主
義
的
な
視
点
か
ら
高
く
評
価
さ

れ
て
き
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
植
田
彰
氏
一
‐
元
亨
釈
書
王
臣
伝
時
頼
賛

論
を
め
ぐ
る
問
題
」
（
『
史
学
雑
誌
』
五
十
四
’
三
）
に
詳
し
い
。
そ

し
て
、
戦
前
に
は
、
『
元
亨
釈
書
』
の
国
粋
主
義
的
な
要
素
、
傾
向
に

対
す
る
顕
彰
が
さ
か
ん
に
な
さ
れ
た
。
福
島
俊
翁
氏
の
一
連
の
研
究
な

ど
が
そ
う
で
あ
る
。

な
お
、
最
近
の
研
究
で
は
、
大
隅
和
雄
氏
「
元
亨
釈
書
の
仏
法
観
」

（
『
金
沢
文
庫
研
究
』
二
七
一
）
、
「
仏
教
と
女
性
ｌ
『
元
亨
釈
書
』
の

尼
女
伝
に
つ
い
て
１
１
」
（
『
歴
史
評
論
』
三
九
五
）
な
ど
が
あ
る
。

（
４
）
た
と
え
ば
、
北
朝
や
晴
で
の
、
い
わ
ば
仏
法
に
よ
る
王
法
へ
の
奉
仕

の
あ
り
方
は
、
魏
と
北
周
と
の
二
度
に
わ
た
る
大
規
模
な
廃
仏
と
い
う

試
練
を
経
て
得
ら
れ
た
、
仏
教
の
生
存
の
た
め
の
貴
重
な
策
で
あ
っ

た
、
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
（
横
超
慧
日
氏
「
中
国
仏
教
に
於
け
る
国

家
意
識
」
、
同
氏
『
中
国
仏
教
の
研
究
』
法
蔵
館
、
一
九
五
八
所
収
）

（
５
）
た
と
え
ば
、
柳
田
聖
山
氏
、
世
界
の
名
著
『
禅
語
録
』
解
説
（
中
央

公
論
社
、
一
九
七
四
）
な
ど
。

七



中
世
禅
林
で
は
、
唐
お
よ
び
宋
に
お
け
る
三
教
（
儒
仏
道
）
の
交
渉
、
一
致

と
い
う
思
想
的
潮
流
の
影
響
を
受
け
て
、
禅
僧
が
仏
教
以
外
の
儒
教
、
道
教
に

（
１
Ｌ
）

関
し
て
も
相
当
の
関
心
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
虎
関
も
そ
の
例
に
洩
れ
な
か
っ
た
。
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
七
の

円
爾
弁
円
伝
の
な
か
で
、
虎
関
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
引
く
。
後
に

東
福
寺
の
大
檀
那
と
な
る
九
条
道
家
は
、
世
に
知
ら
れ
た
儒
者
菅
原
為
長
と
円

爾
と
を
対
論
さ
せ
た
。
い
き
な
り
円
爾
は
「
我
が
法
の
中
は
、
仏
仏
手
に
授

そ
れ
が
し

け
、
祖
祖
相
伝
。
師
授
に
因
ら
ざ
れ
ぱ
虚
設
と
す
。
故
を
以
て
某
世
尊
よ
り

五
十
四
世
、
達
磨
以
来
二
十
七
葉
、
強
弩
の
窮
矢
、
魯
縞
を
穿
た
ず
と
雛
も
猶

ほ
系
授
を
以
て
釈
子
と
称
す
。
釈
を
以
て
儒
に
例
す
る
も
恐
ら
く
は
亦
た
ま
さ

（
の
色
）

に
然
る
く
し
。
知
ら
ざ
る
や
、
公
孔
子
よ
り
幾
世
な
る
を
。
」
と
あ
び
せ
か
け

た
。
為
長
は
返
答
が
で
き
な
く
て
、
口
を
つ
ぐ
ん
で
退
出
し
た
と
い
う
の
で
あ

ヲ
（
》
０
‐

こ
の
説
話
に
よ
っ
て
、
虎
関
は
、
禅
は
釈
迦
、
達
磨
に
直
結
し
た
法
流
を
受

け
て
い
る
、
と
い
う
認
識
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
よ
う
な
始
祖
か
ら
の
連
綿

た
る
「
系
授
」
が
な
い
儒
教
に
仏
教
ｌ
禅
ｌ
が
優
越
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

主
張
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
虎
関
に
と
っ
て
、
こ
の
説
話
は
自
身
の
法
系

の
祖
で
あ
る
円
爾
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
い
っ
そ
う
の
迫
力
が
あ
っ

た
。

ま
た
、
道
教
に
つ
い
て
は
、
日
本
に
道
蔵
が
完
全
な
形
で
伝
わ
っ
て
い
な
い

の
で
、
禅
宗
の
典
籍
中
な
ど
に
部
分
的
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
に
よ
っ
て
し
か

知
識
が
得
ら
れ
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
道
家
の
書
の
な
か
で
、
老
子
道
徳
経
以

外
は
皆
偽
書
で
あ
る
と
述
べ
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
断
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

（
ｑ
Ｊ
）

「
我
、
道
法
を
按
ず
る
に
未
だ
天
竺
婆
羅
門
之
教
に
も
及
ば
ず
」
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
日
本
の
神
道
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
『
元
亨
釈
書
』
の
覚
鍵

伝
に
幼
年
時
の
覚
鍍
と
あ
る
僧
と
の
対
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
僧
は
幼

児
の
覚
鍜
に
、
「
宰
臣
」
よ
り
も
「
天
子
」
よ
り
も
尊
い
存
在
が
あ
る
、
そ
れ

は
「
神
道
、
天
界
」
で
あ
る
、
と
言
う
。
幼
児
は
「
神
天
を
勵
ゆ
る
も
の
有
る

や
」
と
問
う
。
そ
れ
に
対
し
て
僧
は
、
「
仏
な
り
。
…
…
斯
に
過
ぎ
た
る
は
無

（
４
鼎
）

し
。
故
に
無
上
世
尊
と
日
ふ
」
と
教
え
た
。
「
神
道
」
は
日
本
の
い
わ
ゆ
る
神

道
、
「
天
界
」
は
い
わ
ゆ
る
諸
天
善
神
の
類
と
解
し
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
虎
関
は
、
儒
教
、
道
教
に
つ
い
で
神
道
も
仏
教
に
及
ば
な
い
も

の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
虎
関
に
と
っ
て
、
仏
教
と
は
、
儒
道
・
神
の
い
ず
れ
に
も
優

越
す
る
最
高
の
宗
教
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
だ
が
、
具
体
的
に
そ
の
仏
教
と
は

ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
虎
関
に
と
っ
て
の
仏
教
は
禅
宗
と
い
う
形
を
と
っ
た

が
、
そ
れ
は
由
緒
正
し
く
釈
迦
に
も
と
づ
く
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
た
。
す
な

わ
ち
、
「
宗
門
下
の
事
、
只
直
指
見
性
の
み
を
要
し
て
、
多
の
方
便
無
し
」
と

し
て
、
禅
宗
で
は
、
直
指
人
心
と
見
性
成
仏
の
み
を
宗
旨
と
す
る
こ
と
を
明
言

し
た
う
え
で
、
「
我
が
竺
乾
牟
尼
老
漢
、
閻
浮
に
降
誕
せ
し
は
、
只
一
切
人
を

（
Ｅ
Ｊ
）

し
て
直
指
見
性
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
の
み
」
と
述
べ
て
、
禅
宗
を
釈
迦
自
身
の

創
始
に
帰
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
仏
教
の
基

本
的
な
概
念
で
あ
る
三
業
（
身
・
口
・
意
）
の
な
か
に
「
竺
士
の
仏
軌
」
と
し

て
禅
を
構
造
的
に
位
置
づ
け
よ
う
と
試
承
る
の
で
あ
る
。
「
竺
士
の
仏
軌
二
千

歳
を
過
ぎ
て
宛
然
傭
爾
た
り
。
故
に
古
徳
の
云
は
く
、
無
上
菩
提
、
身
に
被
り

て
律
と
な
り
、
口
に
被
り
て
法
と
な
り
、
意
に
被
り
て
禅
と
な
る
。
三
業
三
学

（
Ｒ
Ｕ
）

変
は
ら
ざ
る
は
其
れ
只
宗
門
の
承
か
。
」
と
い
う
と
き
、
虎
関
は
、
律
を
身
に
、

八



法
を
口
に
、
そ
し
て
禅
を
意
に
充
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
「
竺

士
の
仏
軌
」
に
依
る
の
で
あ
る
か
ら
、
確
実
な
典
拠
を
得
た
も
の
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
虎
関
の
禅
は
、

独
脱
無
依
是
れ
我
は
天

西
来
の
祖
意
の
小
因
縁

君
君
よ
直
指
人
心
の
画
を

（
７
）

尋
常
の
文
学
禅
に
似
ず

の
詩
に
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
、
き
わ
め
て
自
尊
心
の
厚
い
、
独
自
な
も
の
た
ら

ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
文
字
で
表
現
さ
れ
得
る
ご
と
ぎ
「
尋

常
」
の
禅
で
は
な
く
、
さ
き
に
引
い
た
、
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
七
の
円
爾
伝
の

記
事
の
場
合
と
同
じ
く
、
釈
迦
か
ら
連
綿
と
続
い
た
法
流
を
稟
け
た
由
緒
正
し

し
ゃ
く
（
８
）

い
「
如
来
心
性
之
玄
蹟
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
虎
関
は
、
『
元
亨
釈
書
』
の

円
爾
伝
と
同
じ
く
、
『
済
北
集
』
に
お
い
て
も
、
釈
迦
、
達
磨
を
経
た
禅
宗
独

自
の
法
流
、
相
承
を
き
わ
め
て
重
視
す
る
。
す
な
わ
ち
、

所
謂
、
如
来
の
開
示
悟
入
と
哩
吾
が
祖
の
直
指
な
り
。
如
来
の
仏
知
見

と
は
吾
が
祖
の
人
心
な
り
。
如
来
、
開
示
悟
入
を
云
ひ
て
、
吾
が
祖
直
指

と
云
ふ
は
、
是
れ
禅
教
の
格
言
な
り
。
若
し
然
ら
ず
ぱ
達
磨
必
ず
し
も
西

来
せ
ず
９
達
磨
纒
か
に
来
た
り
て
開
示
悟
入
を
変
じ
て
直
指
と
し
、
仏
知

（
ｎ
ソ
）

見
を
化
し
て
人
心
と
す
る
は
是
れ
達
磨
の
機
、
宗
門
の
枢
な
り
。

で
あ
り
、
そ
し
て
、

（
叩
）

如
来
の
正
法
二
千
年
を
過
ぎ
て
遣
範
有
る
は
其
れ
唯
だ
禅
宗
の
承
か
。

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
如
来
」
（
釈
迦
）
の
「
開
示
悟
入
・
仏
知
見
」
と
そ
れ
に

よ
る
達
磨
の
「
直
指
・
人
心
」
と
の
両
者
相
俟
っ
て
は
じ
め
て
、
唯
一
の
正
統

の
仏
教
た
る
こ
の
禅
宗
が
成
り
立
ち
う
る
の
だ
、
と
い
う
、
独
自
の
観
念
を
そ

な
え
た
認
識
を
虎
関
は
持
っ
た
の
で
あ
る
。

以
下
、
虎
関
の
と
ら
え
る
と
こ
ろ
の
禅
宗
の
具
体
的
な
あ
り
方
を
素
描
し
て

み
よ
う
。

い
ま
述
べ
た
よ
う
に
、
禅
の
系
譜
に
属
す
る
虎
関
が
、
最
終
的
に
釈
迦
に
遡

る
法
系
の
相
承
の
観
念
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
い
わ
ば
当
然
で
あ
る
と
い
え
る

し
、
ま
た
そ
の
こ
と
を
明
瞭
に
言
い
き
っ
て
も
い
た
。
鰐
迦
経
の
註
釈
書
で
あ

る
『
仏
語
心
論
』
の
序
で
、
虎
関
は
「
或
人
日
は
く
、
正
統
の
論
何
に
於
て
得

る
や
、
と
。
日
は
く
、
達
磨
に
於
い
て
得
る
な
り
、
と
。
達
磨
何
に
於
い
て
得

（
皿
）

る
や
。
婆
伽
婆
に
於
い
て
得
る
な
り
。
婆
伽
婆
榴
迦
に
於
い
て
説
く
な
り
。
」

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
虎
関
の
場
合
、
注
目
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
の
は
、
密
教
、
就
中
東

密
に
対
す
る
態
度
で
あ
る
。
『
元
亨
釈
書
』
中
で
、
「
世
に
言
へ
ら
く
」
と
し

て
、
「
橘
后
（
橘
夫
人
を
さ
す
ｌ
引
用
者
註
）
密
法
を
弘
法
に
問
ふ
。
法
盛
ん

す

に
之
を
称
す
。
后
日
は
く
、
更
に
法
の
之
に
遭
ぎ
た
る
も
の
有
り
や
、
と
。
法

日
は
く
、
太
唐
に
仏
心
宗
有
り
。
是
れ
達
磨
の
伝
来
す
る
所
な
り
。
熾
ん
に
彼

の
地
に
行
は
る
。
空
海
又
少
し
く
之
を
聞
く
と
錐
も
、
未
だ
之
を
究
む
る
暇
あ

（
皿
）

ら
ざ
る
の
永
・
」
と
い
う
話
題
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
空
海
が
、

禅
宗
を
密
教
に
「
遭
ぎ
た
る
も
の
」
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
と
紹
介
し
て
い

（
咽
）

る
。
こ
の
こ
と
が
史
実
で
あ
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
密
教
史
上
の
偉
人
で

あ
る
空
海
が
達
磨
伝
来
の
「
仏
心
宗
」
を
密
教
に
優
越
さ
せ
た
、
と
い
う
点
に

意
味
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
禅
・
密
の
「
戒
」
に
つ
い
て
「
叉
三
摩
耶
戒
、
禅
門

戒
有
り
。
二
戒
は
禅
密
各
お
の
別
授
し
、
汎
伝
に
属
さ
ず
。
然
る
に
二
家
の
徒

（
暇
）

盛
ん
に
し
て
、
二
戒
随
ひ
て
行
な
は
る
。
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

発
言
の
根
抵
に
は
、
禅
と
密
と
は
本
質
的
に
一
致
す
る
と
い
う
観
念
が
存
在
す

九



る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
右
の
戒
に
つ
い
て
の
発
言
の
直
後

に
、
「
密
と
は
如
来
事
用
之
正
印
な
り
。
夫
れ
聖
人
用
事
の
機
は
得
て
測
る
べ

か
ら
ざ
る
な
り
。
故
に
秘
密
を
以
て
言
と
為
す
。
聖
人
の
感
有
る
や
、
士
に
随

（
脂
）

ひ
て
称
を
異
に
す
。
」
と
い
い
、
そ
の
如
来
に
つ
い
て
は
、
「
密
厳
究
寛
の
域

に
は
、
号
し
て
砒
盧
と
日
ひ
、
堪
忍
閻
浮
の
地
に
は
、
号
し
て
釈
迦
と
日
ふ
。

（
Ｍ
）

自
性
変
化
の
異
な
る
の
み
。
未
だ
嘗
て
二
有
ら
ず
。
」
の
ご
と
く
「
砒
盧
」
（
大

日
）
・
釈
迦
一
体
説
を
採
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
各
如
来
一
体

観
は
、
真
言
密
教
の
側
で
は
、
例
え
ば
覚
溌
な
ど
で
は
い
く
ら
も
見
ら
れ
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
驚
く
に
値
し
な
い
が
、
こ
の
場
合
、
禅
宗
の
立
場
か
ら

の
発
言
で
あ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
虎
関
は
、
本
質
的
に
密
教
と
禅
と
は
一
致
す
る
と
い
う
観
念

の
土
台
の
う
え
に
、
空
海
の
名
に
よ
っ
て
禅
の
正
当
化
お
よ
び
権
威
づ
け
を
お

こ
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
禅
の
正
当
化
、
権
威
づ
け
に
関
し
て
、
も
う
一
点
指
摘
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
の
は
、
聖
徳
太
子
に
つ
い
て
の
言
及
で
あ
る
。

『
沙
石
集
』
に
「
我
国
ノ
仏
法
ノ
濫
膓
Ｖ
文
殊
（
実
は
聖
徳
太
子
ｌ
引
用
者

註
）
・
達
磨
大
師
ノ
善
巧
ヨ
リ
ヲ
コ
ル
事
」
と
述
べ
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

禅
宗
の
盛
行
に
対
し
て
「
諸
宗
ノ
学
者
ア
ャ
シ
ミ
ソ
ネ
ム
」
の
は
「
実
二
心
エ

（
照
）

ガ
タ
シ
」
と
歎
い
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
。
作
者
無
住

（
一
二
二
六
’
二
二
二
）
と
虎
関
と
は
ほ
ぼ
同
時
代
の
人
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
よ
う
な
達
磨
と
聖
徳
太
子
と
の
結
合
は
虎
関
に
独
自
な
も
の
で
は
な
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
虎
関
は
、
「
我
達
磨
：
．
…
南
天
竺
香
至
王
の
家
に
生
れ

た
ま
ひ
、
其
後
釈
尊
．
十
七
世
弟
子
般
若
多
羅
尊
者
に
逢
て
、
正
宗
を
得
、

付
嘱
を
受
て
、
自
二
南
海
一
駕
二
大
舸
一
達
二
支
那
広
州
一
経
し
梁
遊
レ
魏
、
寛
葬
二
子

熊
耳
山
下
定
林
寺
傍
一
、
其
後
魏
宋
雲
従
二
天
竺
一
還
り
、
葱
嶺
に
て
相
逢
、
手

に
携
二
隻
履
一
翻
刷
と
し
て
行
、
又
本
朝
へ
来
り
、
山
跡
国
片
岡
山
に
て
聖
徳
太

子
逢
て
、
種
種
問
答
詠
歌
、
乃
至
不
思
議
の
変
化
自
在
の
徳
は
、
い
か
で
か
類

（
ｗ
）

あ
る
べ
き
。
」
の
よ
う
な
説
話
を
数
々
引
用
し
て
い
る
。

右
の
よ
う
に
、
虎
関
は
自
ら
の
禅
宗
を
正
当
化
、
権
威
づ
け
を
す
る
に
際
し

て
、
達
磨
、
聖
徳
太
子
の
説
話
の
引
用
に
よ
っ
て
、
仏
教
史
の
象
な
ら
ず
、
日

本
史
上
に
お
い
て
正
統
た
る
価
値
を
禅
宗
が
持
っ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
正
当
化
、
権
威
づ
け
の
背
後
に
は
、
強
烈
な
密
教
へ

の
傾
斜
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
．

最
後
に
、
虎
関
の
「
仏
法
」
観
に
つ
い
て
、
「
心
」
に
関
す
る
議
論
を
つ
け

加
え
て
お
き
た
い
。

『
海
蔵
和
尚
紀
年
録
』
に
よ
る
と
、
虎
関
は
、
「
正
和
已
前
は
、
書
を
以
て

心
を
質
し
、
正
和
已
後
は
心
を
以
て
書
を
質
す
」
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
正

和
元
年
は
一
三
一
二
年
、
虎
関
三
十
四
歳
で
、
『
元
亨
釈
書
』
執
筆
開
始
四
年

後
に
あ
た
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
書
に
は
そ
れ
以
上
の
記
載
が
な
い
の
で
、
具

体
的
な
変
化
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
『
元
亨
釈
害
』
完
成

の
時
点
で
は
、
虎
関
は
あ
る
種
の
道
徳
性
を
帯
び
た
「
心
」
の
思
想
を
持
っ
て

い
た
と
い
え
る
。
そ
の
具
体
的
な
あ
ら
わ
れ
は
、
「
心
」
の
重
視
で
あ
る
。
換

言
す
れ
ば
、
外
的
側
面
よ
り
内
面
性
の
重
視
と
も
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、

今
、
夫
れ
稚
染
を
貴
び
、
冠
巾
を
賤
む
る
は
小
乗
之
儀
な
り
。
修
多
羅
に

（
蛆
）

心
出
家
、
身
出
家
有
り
。
大
乗
は
心
を
主
と
し
て
相
を
言
は
ず
。

な
ど
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
具
体
的
に
は
仏
教
的
表
現
を
と
っ
て
は
、

戒
の
言
た
る
や
心
を
制
す
。
定
の
言
た
る
や
心
を
静
と
す
。
慧
の
言
た
る

や
心
を
明
ら
か
に
す
。
三
つ
の
者
は
皆
心
な
り
。
故
に
学
は
即
ち
心
な

四
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（
四
）

り
。
心
は
即
ち
学
な
り
。

な
ど
と
な
る
。
戒
、
定
、
慧
の
三
学
は
、
そ
の
ま
ま
心
で
あ
る
と
い
う
。
仏
教

教
理
を
心
に
ひ
き
つ
け
た
、
独
特
な
解
釈
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
必

然
的
に
「
唯
心
論
」
的
な
主
張
に
転
じ
る
。

吾
道
は
一
心
な
り
。
心
外
に
余
無
し
。
心
を
以
て
身
と
為
し
、
心
を
以
て

（
”
）

土
と
な
す
。
身
士
皆
心
な
り
。

こ
の
よ
う
な
主
張
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
基
本
的
に
は
大
乗
仏
教
を
特
色
づ

け
る
「
空
」
観
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
た
ん
な
る
客
観
世
界
、
現
象
世
界

（
「
上
」
）
と
主
観
世
界
（
「
心
」
）
と
の
同
一
化
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ぎ
の
「
大
乗

心
を
主
と
」
す
る
こ
と
と
は
矛
盾
は
し
な
い
が
、
と
も
に
「
空
」
観
に
ま
で

遡
れ
る
よ
う
な
思
想
的
深
み
を
背
負
っ
た
発
言
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
「
唄
」

「
怒
」
を
否
定
す
る
つ
ぎ
の
よ
う
な
論
に
い
っ
そ
う
明
白
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
「
夫
れ
喧
と
は
何
ぞ
や
。
生
と
倶
に
生
ず
。
生
と
倶
に
生
ず
る
が
故
に
辞

く
べ
か
ら
ず
。
…
．
：
夫
れ
怒
と
は
何
ぞ
や
。
違
に
生
じ
、
順
に
は
息
む
。
…
…

夫
れ
心
と
は
静
な
り
。
物
に
触
れ
て
動
き
、
動
く
と
き
は
則
ち
悪
な
り
。
喧
の

（
剛
）

心
を
動
か
す
や
悪
の
悪
な
る
も
の
な
り
。
…
…
」
「
天
の
月
有
る
や
天
の
光
曜

た
り
。
然
れ
ど
も
無
月
の
純
情
に
如
か
ず
。
心
の
智
有
る
や
、
心
の
智
見
た

（
”
）

り
。
然
れ
ど
も
亡
智
の
潭
成
に
如
か
ず
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
喧
、
怒
と
い

っ
た
感
情
に
よ
っ
て
、
心
の
「
静
」
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
否
定
さ
れ
、
そ
し

て
、
「
亡
智
」
が
「
無
月
の
純
情
」
に
匹
敵
さ
せ
ら
れ
て
、
「
亡
智
」
が
却
っ
て

価
値
を
与
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

虎
関
が
、
噸
、
：
怒
の
よ
う
な
感
情
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
、

心
の
本
体
・
本
質
に
つ
い
て
の
発
言
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
。
す
な
わ
ち
、
「
月

の
盈
欠
は
月
に
非
ざ
る
な
り
。
見
者
の
盈
欠
な
り
。
心
の
妄
覚
は
心
に
非
ざ
る

（
調
）

な
り
。
迷
者
の
妄
覚
な
り
。
」
で
あ
る
。
月
の
本
体
を
凝
視
す
れ
ば
、
盈
欠
は

月
の
本
体
と
は
本
質
的
に
関
連
し
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
と
同
様
、
心
の

本
体
と
妄
覚
ｌ
諸
々
の
感
情
の
動
き
や
認
識
ｌ
と
は
本
質
的
な
関
連
は
な
い
、

と
。
こ
の
よ
う
な
虎
関
の
思
考
の
特
徴
は
、
い
わ
ば
心
の
絶
対
化
で
あ
る
と
同

時
に
、
心
の
主
体
の
否
定
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
到
達
す
べ
き
目
標
と
し

て
、
心
を
主
体
か
ら
切
り
離
し
、
種
々
の
「
主
観
」
的
あ
る
い
は
主
体
的
条
件

を
絶
縁
し
て
「
客
観
」
的
な
場
所
に
置
く
こ
と
が
措
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

虎
関
の
場
合
、
心
の
主
体
（
性
）
の
否
定
と
い
う
か
た
ち
で
の
心
の
絶
対
化
が

与
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
構

想
す
る
世
界
像
の
な
か
で
、
対
象
と
し
て
の
現
象
世
界
と
主
体
と
の
二
元
的
併

存
を
許
さ
ず
、
現
象
世
界
に
対
応
す
べ
き
主
体
を
没
却
さ
せ
た
独
特
の
一
元
論

的
思
考
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
つ
ぎ
の
短
い
法
語
の
一
節

に
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

山
河
大
地
を
転
じ
て
自
己
に
帰
す
る
は
易
く
、
自
己
を
転
じ
て
山
河
大
地

（
型
）

に
帰
す
る
は
難
し
。
今
夏
九
十
日
、
道
を
求
め
ず
、
顛
倒
せ
ず
、
仏
を
礼

せ
ず
、
軽
慢
な
ら
ず
、
長
坐
せ
ず
、
僻
怠
せ
ず
、
一
食
も
せ
ず
、
雑
食
せ

と
ど

ず
、
負
欲
な
ら
ず
、
逗
ま
り
、
到
り
、
自
ら
盗
に
別
に
差
排
無
し
。
何
が

（
溺
）

故
に
。
只
だ
暑
さ
の
過
ぎ
去
る
を
得
ば
、
自
然
に
秋
到
来
す
。

前
者
に
お
い
て
、
虎
関
の
言
う
と
こ
ろ
は
、
も
ち
ろ
ん
「
難
」
と
さ
れ
た
「
自

己
を
転
じ
て
山
河
大
地
に
帰
す
る
」
こ
と
の
重
要
さ
で
あ
る
。
「
自
己
」
と
い

う
主
体
は
、
現
象
世
界
の
な
か
に
消
え
惨
み
こ
ん
で
現
象
世
界
と
一
体
化
す

る
。
そ
の
結
果
、
後
者
の
よ
う
に
長
坐
も
實
欲
も
お
こ
な
わ
ず
に
た
だ
「
暑
さ

の
過
ぎ
去
」
っ
て
秋
が
自
然
に
く
る
の
を
何
す
る
と
な
く
待
つ
だ
け
と
い
う
非

主
体
的
態
度
が
禅
の
内
容
と
な
っ
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
さ
と
り
」
の
境

四
一



よ

（
妬
）

に
つ
い
て
も
、
「
修
証
の
辺
た
る
も
即
ち
是
し
、
病
患
の
境
た
る
も
即
ち
是
し
」

の
ご
と
き
、
主
体
的
な
価
値
判
断
を
伴
わ
な
い
、
い
わ
ば
価
値
を
定
め
な
い
価

値
観
が
登
場
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
八
虎
関
の
独
特
な
一
元
論
的
思
考
の
通
を
そ
の
「
仏
法
」
観
に

ゑ
た
が
、
「
王
法
」
観
は
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

（
１
）
和
島
芳
男
氏
『
中
世
の
儒
学
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
）

（
２
）
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
七
、
円
爾
弁
円
伝

（
３
）
『
済
北
集
』
巻
第
十
七
、
通
衡
之
二

（
４
）
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
五
、
覚
鍵
伝

（
５
）
『
虎
関
和
尚
十
禅
支
録
』
中
（
内
閣
文
庫
蔵
）
十
三
丁

（
６
）
『
済
北
集
』
巻
第
九
、
直
綴
弁

（
７
）
『
済
北
集
』
巻
第
六
、
柏
几

（
８
）
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
二
十
七

（
９
）
『
済
北
集
』
巻
第
十
八
、
通
衡
之
三

（
蛆
）
『
済
北
集
』
巻
第
十
四
、
宗
門
十
勝
論

（
ｕ
）
『
済
北
集
』
巻
第
八
、
仏
語
心
論
序

（
岨
）
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
六
、
義
空
伝
賛

（
過
）
右
の
義
空
伝
の
賛
の
文
で
も
禅
宗
を
「
最
上
禅
宗
」
と
い
っ
て
い
る
。

（
Ｍ
）
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
二
十
七

（
焔
）
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
二
十
七

（
船
）
林
幹
彌
氏
『
太
子
信
仰
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
○
）
ま

た
、
長
沼
賢
海
氏
「
元
亨
釈
書
続
考
」
（
『
史
渕
』
第
十
九
輯
）
に
も

註

四
二

詳
し
い
。

（
Ⅳ
）
法
語
『
紙
衣
謄
』
（
『
国
文
東
方
仏
教
叢
書
第
二
輯
』
第
一
巻
所
収
）

（
肥
）
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
十
五
、
聖
徳
太
子
伝
、
論

（
岨
）
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
二
十
七

（
別
）
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
三
十

（
剛
）
『
済
北
集
』
巻
第
七
、
原
愼

（
〃
）
『
虎
関
和
尚
十
禅
支
録
』
上
、
十
七
丁

（
羽
）
『
虎
関
和
尚
十
禅
支
録
』
上
、
十
八
丁

（
別
）
『
虎
関
和
尚
十
禅
支
録
』
上
、
三
十
九
丁

（
妬
）
『
虎
関
和
尚
十
禅
支
録
』
上
、
五
十
四
丁

入
矢
義
高
氏
は
、
洞
山
悟
本
と
一
僧
と
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
問
答
を
引
い

て
い
る
。

僧
問
う
、
「
寒
暑
到
来
す
れ
ば
、
如
何
に
回
避
せ
ん
」

ゆ

師
云
う
、
「
何
ぞ
寒
暑
無
き
処
に
去
か
ざ
る
」

僧
云
う
、
「
如
何
な
る
か
是
れ
寒
暑
無
き
処
」

そ
な
た

師
云
う
、
「
寒
時
に
は
闇
黎
を
寒
殺
し
、
熱
時
に
は
闇
黎
を
熱
殺
す
」

入
矢
氏
は
、
こ
の
洞
山
の
最
終
的
な
答
え
を
「
寒
い
時
に
は
と
こ
と
ん
冷

え
切
り
、
暑
い
時
に
は
と
こ
と
ん
う
だ
り
切
る
」
と
訳
し
て
い
る
。
そ
し

て
こ
の
洞
山
の
態
度
を
「
回
避
す
る
の
で
も
な
く
、
ま
た
超
克
し
よ
う
と

す
る
の
で
も
な
く
、
逆
に
徹
底
し
て
そ
れ
を
我
が
身
に
背
負
い
こ
む
こ

と
」
で
あ
り
、
「
甘
受
の
諦
念
で
は
な
く
て
、
捨
身
の
無
作
行
」
と
し
て

位
置
づ
け
る
。
（
『
日
本
の
禅
語
録
別
良
寛
』
解
説
、
講
談
社
、
一
九
七

八
。
同
氏
『
自
己
と
超
越
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
、
所
収
）
虎
関
は
、

「
只
だ
暑
さ
の
過
ぎ
去
」
り
、
「
自
然
に
秋
到
来
す
」
る
の
を
待
つ
の
で
あ



一
一

虎
関
師
練
の
「
王
法
」
観
に
つ
い
て
、
「
王
法
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
見
解

と
、
王
法
と
仏
法
と
の
相
互
の
関
係
に
関
す
る
見
解
と
に
分
け
て
考
察
す
る
。

ま
ず
、
「
王
法
」
観
に
つ
い
て
。

虎
関
自
身
の
筆
に
な
る
も
の
で
は
な
い
が
、
『
海
蔵
和
尚
紀
年
録
』
に
虎
関

の
言
と
し
て
録
さ
れ
た
つ
ぎ
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

（
マ
マ
）

竺
乾
は
刹
々
一
種
禅
譲
糸
連
す
。
故
に
其
の
国
治
ま
る
。
支
那
は
是
れ
一

姓
な
ら
ず
し
て
纂
奪
争
戦
す
。
故
に
其
の
国
乱
る
。
皇
朝
は
其
れ
竺
土
の

如
き
か
な
。
百
王
一
種
に
し
て
未
だ
改
換
有
ら
ず
。
：
．
…

こ
れ
に
よ
る
と
、
「
竺
乾
」
、
「
支
那
」
、
「
皇
朝
」
の
三
国
の
政
治
の
あ
り
方
に

言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
三
国
が
例
示
さ
れ
る
こ
と
自
体
、
仏
教

的
世
界
観
の
端
的
な
表
明
で
は
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
措
い
て
、
「
竺
乾
」
で

は
、
竺
乾
内
の
各
国
の
王
者
の
血
統
が
絶
え
な
い
故
に
国
政
が
治
ま
る
、
「
支

那
」
で
は
逆
に
王
者
の
血
統
が
つ
ね
に
絶
え
、
姓
が
か
わ
っ
て
ゆ
く
故
に
国
政

が
乱
れ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
て
わ
が
「
皇
朝
」
は
、
仏
教
的
世
界
観
に

お
け
る
最
高
の
国
土
で
あ
る
「
竺
乾
」
と
同
様
、
一
系
の
皇
統
が
連
綿
と
続
い

る
か
ら
、
「
（
寒
）
暑
」
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
入
矢
氏
の
紹
介
す
る
洞
山

と
は
本
質
的
に
異
な
る
。
入
矢
氏
の
言
う
と
お
り
洞
山
は
「
甘
受
の
諦

念
」
に
沈
ん
で
い
る
の
で
は
け
っ
し
て
な
い
。
こ
の
語
は
む
し
ろ
虎
関
に

つ
い
て
充
て
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
（
洞
山
の
問
答
の
原
文
は
、
入
矢

氏
の
挙
げ
た
も
の
と
は
一
、
二
句
異
な
る
。
（
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第

四
十
七
巻
、
五
○
九
ペ
ー
ジ
Ｃ
）
）

（
恥
）
『
虎
関
和
尚
十
禅
支
録
』
上
、
三
十
九
丁

て
い
る
た
め
に
、
政
治
は
理
想
的
に
遂
行
さ
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

こ
の
記
事
は
、
一
三
三
五
（
建
武
二
）
年
の
発
言
と
し
て
録
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
前
後
は
鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
か
ら
建
武
政
権
樹
立
に
い
た
る
政
治
史
の
動
乱

の
時
期
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
動
き
は
虎
関
の
目
に
は
入
ら
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
「
竺
乾
」
「
支
那
」
の
二
国
中
で
も
「
支
那
」
に
対
す
る
日
本

の
優
秀
性
、
優
越
性
の
主
張
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
仏
教
的
世
界
観
の
一
変

形
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
日
本
は
、
東
漸
し
て
き
た
（
大
乗
）
仏
教
の
最
後
の

（
１
１
）

到
達
地
と
し
て
（
「
東
方
醇
淑
大
乗
之
彊
」
）
認
識
さ
れ
、
最
高
の
倫
理
的
価

値
を
具
有
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
「
日
本
は
醇
乎
た
る
醇
な
る
も
の
な

（
司
八
）

り
」
）
そ
れ
に
対
し
て
、
「
支
那
」
は
、
仏
教
に
劣
っ
た
儒
教
に
、
そ
れ
も
不
完

（
２
）

全
な
あ
り
方
で
依
っ
て
い
る
た
め
に
、
「
閻
浮
の
本
邦
に
非
」
ざ
る
国
柄
で
あ

る
、
と
。
右
の
よ
う
な
国
粋
主
義
的
な
思
考
は
、
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
十
七
の

北
条
時
頼
伝
な
ら
び
に
そ
の
賛
の
文
に
、
よ
り
明
確
に
あ
ら
わ
れ
る
。

夫
れ
物
の
自
然
な
る
や
、
天
下
皆
之
を
貴
ぶ
。
其
の
造
作
や
、
世
未
だ
之

を
重
く
せ
ず
。
吾
、
国
史
を
読
む
に
、
邦
家
の
基
自
然
に
根
ざ
す
な
り
。

（
ｑ
Ｊ
）

支
那
の
諸
国
未
だ
嘗
て
有
ら
ず
。

こ
こ
に
「
自
然
」
な
る
観
念
が
出
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
同
時
に
、
神
鏡
、
神

剣
、
神
璽
の
い
わ
ゆ
る
三
種
の
神
器
と
等
し
い
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
神

器
は
、
観
念
上
の
所
産
で
は
な
く
て
、
物
体
で
あ
る
が
、
人
の
造
る
と
こ
ろ
で

（
３
）
（
３
）

は
な
く
、
「
器
の
霊
を
」
伝
え
る
「
自
然
天
成
・
天
造
」
の
存
在
で
あ
る
と
い

う
．
も
ち
ろ
ん
、
い
か
な
る
過
程
を
経
た
「
自
然
天
成
・
天
造
」
な
の
か
は
あ

き
ら
か
で
は
な
い
が
、
天
地
開
關
以
来
の
「
日
本
」
の
「
霊
」
を
伝
え
る
、
ま

さ
に
文
字
ど
お
り
の
「
神
器
」
で
あ
っ
た
。

四



右
の
発
言
は
、
『
元
亨
釈
書
』
の
文
脈
で
は
、
「
宗
門
此
の
士
に
入
り
て
七
十

余
歳
。
王
畿
未
だ
偏
れ
か
ら
ざ
」
る
と
き
に
、
時
頼
が
「
間
外
（
軍
事
上
の
１

つ

引
用
者
註
）
の
威
権
を
握
り
、
閏
外
の
体
裁
を
綿
」
む
こ
と
に
努
め
た
結
果
、

（
４
号
）

「
王
室
に
藩
」
た
る
こ
と
と
「
祖
道
を
奉
」
ず
る
こ
と
の
「
二
美
を
兼
」
ね
得

た
功
績
を
讃
え
た
文
に
承
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
我
が
「
皇
朝
」
が
、
本

来
、
全
面
的
に
諸
国
に
優
越
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
、
「
自
然
」

に
根
ざ
し
た
、
優
れ
た
「
基
」
を
も
っ
て
い
た
日
本
に
、
「
王
法
」
「
仏
法
」
相

協
力
し
た
努
力
が
増
し
加
え
ら
れ
た
結
果
、
「
天
竺
・
支
那
」
を
超
え
た
国
士

が
成
就
し
た
、
と
虎
関
は
と
ら
え
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な

「
王
法
」
「
仏
法
」
兼
ね
あ
わ
せ
た
力
を
持
ち
、
十
全
に
そ
れ
を
発
揮
で
き
た

、
、

一
人
が
、
入
道
時
頼
で
あ
っ
た
。
「
副
元
帥
」
で
あ
り
、
入
道
で
も
あ
っ
た
時

頼
な
ら
ば
こ
そ
、
「
皇
朝
」
の
優
越
性
に
画
龍
点
蜻
を
な
し
得
た
の
で
あ
る
。

つ
い
で
、
虎
関
の
王
法
ｌ
仏
法
関
係
論
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
の
彼
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
両
者
の
一
致
で
あ
る
。
こ
の
思
想
は
、
衆

僧
に
向
か
っ
て
説
か
れ
た
法
語
、
語
録
な
ど
の
な
か
で
数
々
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、

（
目
Ｊ
）

さ
れ
ど
も
超
二
越
世
間
一
叉
不
レ
相
二
連
子
世
間
一
、
世
間
法
は
即
出
世
間
法

（
Ｒ
ｕ
）

真
諦
俗
諦
さ
ら
に
二
つ
な
し
。

（
今
Ｊ
）

勝
義
諦
中
に
世
俗
諦
有
り
、
世
俗
諦
中
に
勝
義
諦
有
り
。

な
ど
で
あ
る
。
用
語
と
し
て
は
、
世
間
法
・
出
世
間
法
、
俗
諦
・
真
諦
、
世
俗

諦
・
勝
義
諦
の
よ
う
に
一
定
で
は
な
い
が
、
本
論
中
の
語
を
用
い
る
と
そ
れ
ぞ

れ
前
者
が
「
王
法
」
、
後
者
が
「
仏
法
」
の
こ
と
を
指
す
。
こ
の
よ
う
な
両
者

の
一
致
と
い
う
基
本
線
の
う
え
に
、
よ
り
具
体
的
に
は
両
者
は
ど
の
よ
う
に
交

錯
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

仏
教
元
来
の
伝
統
に
よ
っ
て
、
仏
法
は
王
法
に
付
託
さ
れ
る
。
そ
れ
は
釈
迦

自
身
の
蜜
に
倣
う
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
「
昔
牟
尼
老
人
、
吾
法
を
帝
者
に

付
す
。
故
に
吾
が
徒
の
有
為
の
者
は
必
ず
皇
王
に
託
さ
ん
℃
其
の
間
徳
行
の
厚

（
８
）

薄
あ
り
と
錐
も
皆
有
為
の
者
な
り
。
題
か
な
、
吾
王
の
仏
救
に
順
ぜ
ん
や
。
」

仏
法
中
の
有
為
の
者
を
王
法
に
託
し
て
、
将
来
の
仏
法
を
担
う
に
足
る
者
と
し

（
マ
マ
）

て
育
く
ん
で
い
く
。
そ
し
て
、
仏
法
の
「
道
は
君
相
に
協
ひ
、
化
は
畿
彊
に

治
く
」
広
が
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
「
外
侮
を
禦
ぎ
正
宗
を
立
て
、
教
網
を
整

（
９
）

へ
、
禅
綱
を
提
す
」
る
よ
う
な
、
「
祖
道
の
時
」
を
得
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
原
理
に
の
っ
と
っ
て
な
さ
れ
る
、
王
法
の
仏
法
に
対
す
る
奉
仕

は
、
虎
関
に
と
っ
て
は
、
た
ん
な
る
仏
法
の
王
法
へ
の
付
嘱
で
は
な
く
て
、
現

実
の
禅
宗
寺
院
の
建
立
、
再
建
と
い
う
き
わ
め
て
具
体
的
な
か
た
ち
で
表
現
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
虎
関
自
身
が
育
て
ら
れ
、
ま
た
そ
の
生
涯
の
最
後

の
場
所
と
も
な
る
東
福
寺
は
、
大
槽
越
九
条
家
に
よ
っ
て
「
仏
法
」
（
円
爾
弁

円
）
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
歴
史
的
事
実
は
、
虎
関
に
と
っ
て
そ

う
遠
く
な
い
過
去
に
属
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
東
福
寺
の
大
殿
は
、
一
三

三
四
（
建
武
元
）
年
正
月
四
日
に
焼
失
し
た
。
こ
の
と
き
虎
関
は
五
十
七
歳
、

住
持
で
あ
っ
て
、
そ
の
復
興
に
あ
た
っ
て
責
任
あ
る
地
位
に
い
た
の
で
そ
の
た

め
に
一
文
を
草
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
諸
堂
宇
の
復
興
に
は
、
「
王
公
四

（
川
）

民
を
隔
て
ず
」
力
を
尽
く
し
た
う
え
で
、
最
終
的
に
「
以
て
国
家
に
頼
む
」
と

述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
国
家
」
が
い
ず
れ
の
武
家
勢
力
な
の
か
、
或
い
は
九
条

家
な
の
か
は
、
こ
の
短
文
か
ら
は
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
焼
失
し
た
東

福
寺
の
大
殿
の
復
興
に
際
し
て
の
最
終
的
責
任
は
「
国
家
」
Ｉ
王
法
に
あ
る
と

い
う
虎
関
の
確
信
は
容
易
に
読
象
と
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
皇
王
の
大
賜
を

（
皿
）

受
け
、
教
法
を
揚
げ
ん
と
欲
し
て
、
先
ず
刹
寺
を
営
」
ん
だ
行
基
の
行
動
に
対

四
四



し
て
は
、
虎
関
は
我
が
意
を
得
た
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
ま
た
「
刹
寺
」
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
「
大
賜
」

、

を
提
供
し
た
「
皇
王
」
へ
の
讃
意
、
そ
し
て
両
者
が
相
俟
っ
て
、
「
先
」
ず
寺

院
建
立
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
、
虎
関
に
は
理
想
的
に
思
わ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
右
の
行
基
の
故
実
は
、
虎
関
の
歴
史
認
識
に
よ
る
と
、
仏
教
伝
来
よ

（
皿
）

り
七
十
年
後
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
王
法
と
仏
法
と
の
関
係
の
あ

り
方
は
、
実
質
的
に
日
本
仏
教
の
伝
統
を
形
成
し
た
由
緒
あ
る
「
事
実
」
で

あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
現
実
の
虎
関
が
、
実
際
に
禅
宗
を
担
っ
て
ゆ
く
べ
き
使
命
を
帯

び
て
、
（
彼
に
と
っ
て
の
）
現
代
史
の
な
か
で
、
王
法
、
仏
法
両
者
の
あ
い
だ

に
い
か
な
る
関
係
を
と
ら
え
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

虎
関
は
、
建
長
年
間
（
一
二
四
九
’
一
二
五
五
）
は
禅
宗
が
日
本
に
入
っ
て

（
昭
）

「
七
十
余
歳
」
と
考
え
て
い
た
の
で
、
彼
の
と
ら
え
る
禅
宗
の
導
入
の
時
期
は

仁
安
三

栄
西
の
帰
朝
（
二
六
八
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
栄
西
帰

朝
以
後
の
、
禅
宗
に
対
す
る
王
法
側
の
は
た
ら
き
、
奉
仕
の
具
体
的
様
相
（
寺

院
建
立
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ
る
）
に
つ
い
て
の
認
識
を
『
元
亨
釈
書
』
の
記

述
か
ら
拾
っ
て
み
よ
う
。

虎
関
は
、
禅
僧
に
つ
い
て
は
、
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
二
の
栄
西
以
外
に
、
巻

第
六
で
義
空
、
覚
阿
、
道
元
、
栄
朝
、
法
心
、
覚
心
、
道
隆
、
普
寧
、
了
然
、

普
門
、
徳
倹
の
十
一
名
、
巻
第
七
で
弁
円
、
巻
第
八
で
祖
元
、
正
念
、
子
曇
、

一
寧
、
湛
照
、
道
海
、
昭
元
、
慧
暁
、
順
空
、
祖
円
の
十
名
に
つ
い
て
伝
や
賛

（
皿
）

を
記
し
て
い
る
。
各
巻
の
叙
述
で
の
「
王
法
」
と
「
仏
法
」
ｌ
禅
僧
ｌ
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ま
ず
、
巻
第
二
の
栄
西
。
一
二
○
二
（
建
仁
二
）
年
に
源
頼
家
に
よ
っ
て
建

（
蛎
』

仁
寺
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
三
年
後
に
建
仁
寺
が
官
寺
に
定
め
ら
れ
た
。

つ
い
で
、
巻
第
六
。
嵯
峨
天
皇
は
、
唐
僧
の
義
空
を
厚
遇
し
（
こ
の
例
は
、

栄
西
帰
朝
以
前
の
も
の
で
あ
る
）
、
「
嘉
応
青
」
（
高
倉
天
皇
）
は
覚
阿
を
も
て

な
し
た
。
曹
洞
の
道
元
は
、
北
条
時
頼
が
「
名
藍
」
を
与
え
よ
う
と
し
た
が
受

け
な
か
っ
た
。
覚
心
は
、
一
二
八
一
（
弘
安
四
）
年
に
「
文
応
上
皇
」
（
亀
山

上
皇
）
に
よ
っ
て
、
「
城
東
勝
林
寺
」
に
住
せ
し
め
ら
れ
た
。
北
条
時
頼
は
、

建
長
五

宋
僧
蘭
渓
道
隆
に
常
楽
寺
、
建
長
寺
を
与
え
た
（
一
二
五
三
）
。
ま
た
、
時
頼

は
二
二
七
（
文
保
元
）
年
に
来
日
し
た
宋
僧
兀
庵
普
寧
を
建
長
寺
に
住
ま
わ

せ
た
。
「
藤
丞
相
」
（
お
そ
ら
く
一
条
実
経
）
は
、
一
二
八
一
（
弘
安
四
）
年
に

普
門
を
東
福
寺
に
東
山
湛
照
の
後
任
と
し
て
住
せ
し
め
た
。
徳
倹
は
、
一
三
一

（
妬
）

七
（
文
保
元
）
年
に
後
宇
多
院
に
召
さ
れ
、
南
禅
寺
に
住
し
た
。

つ
い
で
、
巻
第
七
。
こ
の
巻
は
、
聖
一
派
の
本
拠
東
福
寺
の
開
山
と
な
っ
た

円
爾
弁
円
に
つ
い
て
充
て
ら
れ
て
い
る
。
九
条
道
家
は
、
一
二
四
一
（
仁
治
二
）

年
、
円
爾
に
対
し
て
厚
遇
し
、
一
二
四
六
（
寛
元
四
）
年
に
普
門
毒
一
二
五

五
（
建
長
七
）
年
に
東
福
寺
を
与
え
た
。
ま
た
、
北
条
時
頼
も
一
二
五
七
（
正

（
Ⅳ
）

嘉
元
）
年
に
円
爾
を
鎌
倉
に
招
き
迎
え
た
。

巻
第
八
で
は
、
無
学
祖
元
以
下
十
名
の
禅
僧
の
伝
を
記
し
て
い
る
が
、
道

（
肥
）

海
、
昭
元
の
二
名
を
除
い
た
九
名
の
禅
僧
に
関
し
て
は
そ
の
来
歴
の
な
か
に
、

北
条
氏
（
執
権
）
、
上
皇
、
九
条
家
と
の
か
か
わ
り
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま

ず
、
祖
元
は
執
権
時
宗
に
よ
っ
て
円
覚
寺
を
与
え
ら
れ
、
正
念
は
同
じ
く
時
宗

に
よ
っ
て
建
長
圭
蚕
寿
福
寺
、
円
覚
寺
に
止
住
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
子
曇
は
、

執
権
貞
時
に
よ
っ
て
建
長
寺
に
住
せ
し
め
ら
れ
た
。
一
寧
は
、
「
建
治
太
上
皇
」

（
後
宇
多
上
皇
）
に
よ
っ
て
建
長
寺
、
円
覚
寺
、
浄
智
寺
に
、
慧
暁
は
「
大
丞

相
」
（
お
そ
ら
く
一
条
実
経
）
に
よ
っ
て
東
福
寺
に
住
せ
し
め
ら
れ
た
。
湛
照

四
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（
虎
関
の
本
師
）
は
「
藤
丞
相
」
（
九
条
道
家
）
に
よ
っ
て
東
福
寺
、
の
ち
「
正

応
帝
」
（
伏
見
天
皇
）
に
よ
っ
て
万
寿
寺
の
住
持
職
を
与
え
ら
れ
た
。
順
空
は
、

執
権
長
時
の
後
援
で
入
宋
し
、
の
ち
「
鉤
命
」
（
九
条
忠
教
或
い
は
一
条
内
実

の
命
）
で
東
福
寺
の
住
持
と
な
っ
た
。
そ
し
て
祖
円
は
、
「
文
応
上
皇
」
に
よ

（
四
）

っ
て
南
禅
寺
を
与
え
ら
れ
て
住
持
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
『
元
亨
釈
書
』
中
の
禅
僧
伝
記
の
ほ
と
ん
ど
の
叙
述
に
禅
僧

Ｉ
「
仏
法
」
の
当
事
者
Ｉ
と
彼
ら
に
政
治
的
、
経
済
的
な
保
護
ｌ
具
体
的
に
は
、

寺
院
を
建
立
し
た
り
、
建
立
し
た
禅
寺
に
止
住
さ
せ
る
と
い
う
よ
う
な
Ｉ
を
与

え
た
「
王
法
」
の
当
事
者
と
の
お
の
お
の
の
関
係
の
具
体
相
が
含
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
場
合
、
「
王
法
」
の
当
事
者
と
は
、
北
条
氏
（
執
権
）
、
上
皇
・
弄

皇
、
九
条
家
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
一
定
で
は
な
か
っ
た
が
、
基

本
的
に
、
具
体
的
な
「
仏
法
」
の
か
た
ち
で
あ
る
禅
宗
寺
院
、
そ
し
て
そ
れ
ら

を
担
っ
て
ゆ
く
禅
僧
た
ち
に
対
し
て
、
寺
院
の
外
側
か
ら
保
護
、
支
持
を
加
え

る
存
在
で
あ
っ
た
。
虎
関
に
と
っ
て
の
、
禅
宗
を
め
ぐ
る
「
現
代
史
」
の
展
開

の
な
か
で
、
「
王
法
」
が
「
仏
法
」
に
対
し
て
施
し
た
保
護
、
支
持
と
は
け
っ

し
て
観
念
的
な
も
の
で
は
な
く
て
、
以
上
の
よ
う
に
き
わ
め
て
具
体
的
に
、
寺

院
建
立
、
住
持
任
命
と
い
う
あ
ら
わ
れ
と
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
の
で
あ
る
。
虎
関
は
こ
の
よ
う
な
両
者
の
関
係
を
実
際
の
歴
史
叙
述
に
お
い

て
確
認
し
た
の
で
あ
る
。

註

（
１
）
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
三
十

（
２
）
『
済
北
集
』
巻
第
十
八
、
通
衡
三

（
３
）
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
十
七
、
時
頼
伝
賛

（
４
）
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
十
七
、
時
頼
伝
賛

（
５
）
『
紙
衣
膳
』
、
一
六
九
ペ
ー
ジ

（
６
）
『
紙
衣
謄
』
、
一
八
一
ペ
ー
ジ

（
７
）
『
虎
関
和
尚
十
禅
支
録
』
上
、
二
十
八
丁

（
８
）
『
元
亭
釈
書
』
巻
第
九

（
９
）
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
七

（
蛆
）
『
済
北
集
』
巻
第
十
や
東
福
火
後
疏

（
Ⅱ
）
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
十
四

（
哩
）
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
十
四

（
過
）
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
十
七

（
Ｍ
）
こ
れ
ら
の
禅
僧
の
人
選
に
つ
い
て
は
、
葉
貫
磨
哉
氏
に
弓
元
亨
釈
書
』

禅
僧
伝
記
選
別
の
基
準
」
（
『
日
本
歴
史
』
二
六
三
）
の
論
考
が
あ
る
。

（
妬
）
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
二

（
焔
）
以
上
『
元
亨
釈
害
』
巻
第
六
。
な
お
、
こ
の
巻
の
十
一
名
中
、
栄

朝
、
法
心
、
了
然
の
三
名
は
、
記
述
上
、
王
法
側
と
の
関
連
は
述
べ
ら

れ
て
い
な
い
。

（
Ⅳ
）
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
八

（
肥
）
こ
の
二
名
の
記
事
は
と
も
に
、
彼
ら
の
死
後
火
葬
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
「
舎
利
」
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
り
、
他
の
九
名
の
記
事
と
は
性
格

が
異
な
る
。

（
的
）
以
上
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
八

一
一
一

前
節
で
、
虎
関
の
王
法
と
仏
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
は

両
者
の
一
致
で
あ
る
、
と
指
摘
し
た
が
、
本
節
で
は
も
う
少
し
両
者
の
関
係
に

つ
い
て
掘
り
さ
げ
て
考
察
し
て
象
よ
う
。

四
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こ
の
関
係
を
象
徴
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
は
、
前
節
で
も
挙
げ
た
つ
ぎ
の

法
語
の
一
節
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

（
和
一
且
）

勝
義
諦
中
に
世
俗
諦
有
り
、
世
俗
諦
中
に
勝
義
諦
有
り
。

で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
「
勝
義
諦
」
と
は
「
仏
法
」
、
「
世
俗
諦
」
と
は

「
王
法
」
あ
る
い
は
世
法
と
い
う
範
晴
に
属
す
る
。
こ
の
発
言
に
よ
る
と
、
勝

義
諦
、
世
俗
諦
は
互
い
に
対
等
に
、
し
か
も
対
称
的
な
か
た
ち
で
相
互
に
包
含

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

（
○
＆
）

た
し
か
に
、
「
初
地
の
菩
薩
は
多
く
閻
浮
提
王
と
作
」
る
と
い
う
こ
と
は
、

王
法
が
仏
法
の
秩
序
内
に
く
み
こ
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
「
夫
れ

沙
門
は
福
田
な
り
。
…
：
・
元
国
に
在
り
て
は
元
の
福
な
り
、
我
が
邦
に
在
り
て

（
②
⑫
）

は
我
の
福
な
り
」
と
い
う
発
言
は
、
元
と
か
日
本
と
か
の
王
法
の
枠
内
に
仏
法

が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
か
ぎ
り
で
は
、
王

法
、
仏
法
と
も
に
相
含
ま
れ
る
包
含
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
。

黒
田
俊
雄
氏
は
、
中
世
に
お
け
る
王
法
、
仏
法
相
依
論
に
は
、
二
つ
の
側
面

（
４
）

が
承
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
鎮
護
国
家
の
仏
教
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
な
、
仏
法
が
王
法
に
奉
仕
す
る
側
面
と
、
国
王
を
金
輪
聖
王
と
同
一
視

す
る
よ
う
な
、
王
法
が
仏
法
に
奉
仕
す
る
側
面
で
あ
る
。
（
こ
の
際
の
仏
法
と

は
、
「
顕
密
主
義
」
の
宗
教
全
体
を
さ
す
。
）
し
た
が
っ
て
、
右
の
虎
関
の
発
言

か
ら
読
み
と
れ
る
王
法
と
仏
法
と
の
関
係
に
対
し
て
は
、
こ
の
黒
田
氏
の
分
析

が
そ
の
ま
ま
適
用
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

だ
が
、
虎
関
の
発
言
は
、
右
の
も
の
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
な
い
。
虎
関
は
、

『
元
亨
釈
書
』
巻
第
十
七
に
、
日
本
史
上
の
「
聖
君
賢
臣
」
と
し
て
、
聖
武
天

（
５
）

皇
か
ら
北
条
時
頼
ま
で
の
二
十
七
名
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
序
文
の
な
か
で

つ
ぎ
の
よ
う
に
言
う
。

修
多
羅
曰
く
、
冨
貴
の
道
を
学
ぶ
こ
と
難
し
。
士
大
夫
猶
ほ
諸
を
病
む
。

ま

呪
ん
や
王
公
を
や
。
我
が
国
家
、
聖
君
賢
臣
相
次
い
で
間
ま
出
で
て
、
皆

能
く
我
が
法
を
欽
敵
す
。
予
、
博
く
印
度
支
那
之
諸
籍
を
見
る
に
未
だ
此

方
の
醇
淑
有
ら
ざ
る
な
り
。
何
と
な
れ
ば
、
神
世
一
百
七
十
九
万
二
千
四

百
七
十
余
歳
、
人
皇
二
千
年
、
一
刹
の
利
種
系
連
禅
譲
し
て
、
未
だ
嘗
て

移
革
せ
ず
。
相
胤
い
で
亦
た
然
り
。
閻
浮
界
の
裏
に
豈
に
是
の
如
き
至
治

之
域
有
ら
ん
や
。
故
を
以
て
、
仏
乗
繁
茂
、
率
士
和
洽
、
君
臣
崇
奉
、
歳

暦
綿
迩
は
我
が
真
宗
の
助
化
な
ら
ん
や
。

こ
の
章
は
、
日
本
史
上
の
「
聖
君
賢
臣
」
の
伝
を
掲
げ
て
、
徳
を
顕
彰
す
る
こ

と
、
そ
し
て
結
果
的
に
は
日
本
と
い
う
「
国
家
」
そ
の
も
の
を
称
揚
す
る
こ
と

に
目
的
を
置
い
て
い
る
。
そ
の
「
国
家
」
は
、
印
度
、
支
那
と
異
な
り
、
天
皇

の
血
統
が
「
神
世
」
か
ら
現
在
ま
で
連
綿
と
続
い
て
い
る
閻
浮
提
唯
一
の
「
至

治
之
域
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
故
を
以
て
」
国
内
の
政
治
が
円
満
に
行

わ
れ
、
す
ぐ
れ
た
君
臣
も
輩
出
す
る
、
そ
れ
と
同
時
に
「
仏
乗
」
が
「
繁
茂
」

す
る
の
で
あ
る
。
右
の
序
文
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ
の
「
故
を
以
て
」
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
は
、
日
本
が
天
皇
家
の
血
統
が
不
断
に
続
く
と
い
う
「
至
治
之
域
」

で
あ
る
「
故
を
以
て
」
「
仏
乗
」
も
「
繁
茂
」
す
る
と
い
う
認
識
を
示
す
。
し

た
が
っ
て
「
仏
乗
繁
茂
」
は
、
日
本
が
「
至
治
之
域
」
で
あ
る
結
果
起
こ
っ
て

く
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
仏
乗
繁
茂
」
は
、
日
本
が
「
至
治
之
域
」
で
な
け

れ
ば
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
王
法
が
仏
法
に
優
越
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
「
治
」
（
政
治
）
に
関
し
て
い
え
ば
、
「
仏
法
は
是
れ
王
法
の
治
具

（
６
）

な
り
。
仏
法
若
し
衰
ふ
れ
ば
王
法
も
亦
た
衰
ふ
」
と
い
う
記
事
も
承
え
る
。
こ

れ
懐
新
羅
明
神
が
円
珍
の
帰
朝
途
中
の
船
上
に
あ
ら
わ
れ
て
語
っ
た
こ
と
ば

の
一
節
で
あ
る
。
明
神
は
、
円
珍
が
招
来
し
た
経
典
を
末
永
く
加
護
し
よ
う
と

四
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言
っ
た
が
、
こ
の
一
節
は
そ
の
理
由
で
あ
る
。
仏
法
が
衰
微
す
れ
ば
、
第
一
義

的
な
王
法
が
衰
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
そ
の
よ
う
に
な
ら
な
い
よ
う
に
仏
法
を

護
持
し
て
や
ろ
う
、
と
明
神
は
語
っ
た
の
で
あ
る
。
仏
法
は
、
王
法
が
王
法
と

し
て
「
治
」
を
行
う
た
め
の
「
具
」
で
あ
る
以
上
、
王
法
に
優
先
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
あ
く
ま
で
、
王
法
を
守
護
す
る
こ
と
が
第
一
に
な
さ
れ

る
べ
き
こ
と
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
新
羅
明
神

は
仏
法
護
持
を
旨
と
す
る
護
法
神
と
し
て
考
慮
し
、
王
法
護
持
の
た
め
の
前
提

と
し
て
の
仏
法
護
持
を
確
約
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
説
話
を
記
録
し
た
虎
関
に
承
ら
れ
る
発
想
は
、
あ
き
ら
か
に
王
法
を
仏

法
に
優
越
さ
せ
て
と
ら
え
る
思
考
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
王
法
と
い
う

大
枠
、
土
壌
の
う
え
に
は
じ
め
て
仏
法
が
存
在
し
得
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
具
体
的
な
こ
と
が
ら
に
関
し
て
発
言
さ
れ
た
こ
と
の
段
階
で

も
、
仏
法
は
王
法
の
枠
内
で
存
在
し
て
い
る
。
「
仏
法
は
世
間
法
に
随
ひ
て
、

（
今
ｆ
）

出
世
間
を
説
く
」
の
で
あ
る
。

ま
た
、
臨
済
禅
の
系
譜
の
な
か
で
承
る
と
、
虎
関
の
こ
の
よ
う
な
王

法
、
仏
法
関
係
の
構
想
は
、
日
本
臨
済
宗
が
当
初
か
ら
も
っ
て
い
た
両
者

の
関
係
論
と
摸
を
一
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
栄
西
は
、
虎
関
よ
り
も
明
確
に
断
言
し
て
い
る
。
「
其
れ
仏
法

は
、
是
先
仏
後
仏
之
行
儀
也
、
王
法
は
、
先
帝
後
帝
の
律
令
也
。
謂
へ
ら

（
○
．
）

く
王
法
は
仏
法
之
主
也
、
仏
法
は
王
法
の
宝
也
。
」
も
ち
ろ
ん
、
速
断
は

で
き
な
い
が
、
日
本
の
臨
済
宗
は
、
本
来
的
に
、
右
の
栄
西
の
発
言
に
承

ら
れ
、
そ
し
て
鎌
倉
末
期
の
虎
関
の
発
想
に
も
承
ら
れ
る
よ
う
な
、
む
し

ろ
王
法
を
仏
法
に
優
越
さ
せ
て
と
ら
え
る
傾
向
を
も
っ
て
い
た
と
推
定
す

る
こ
と
は
あ
な
が
ち
的
外
れ
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
虎
関
の
王
法
、
仏
法
関
係
論
と
黒
田
氏
な
ど
が
提
起
す
る
、
中
世

に
お
け
る
王
法
仏
法
相
依
論
と
の
関
連
に
つ
い
て
ゑ
て
お
き
た
い
。
「
王
法
仏

法
相
依
論
」
と
し
て
、
仏
法
が
王
法
に
奉
仕
す
る
側
面
と
、
王
法
が
仏
法
に
奉

仕
す
る
側
面
と
が
あ
る
と
い
う
黒
田
氏
の
見
解
に
つ
い
て
は
既
に
触
れ
た
が
、

時
期
的
な
区
分
を
す
る
と
、
九
’
十
世
紀
の
段
階
は
「
仏
教
が
国
家
権
力
に
従

属
し
奉
仕
す
る
関
係
」
で
あ
り
、
十
一
’
十
二
世
紀
の
段
階
は
、
両
者
が
「
対

等
で
あ
り
、
両
輪
・
双
翼
・
牛
角
で
あ
っ
て
、
理
念
的
・
論
理
的
に
は
仏
教
が

（
９
）

原
理
的
な
位
置
を
占
め
て
さ
え
い
た
」
。
虎
関
の
場
合
に
は
、
十
三
な
い
し
十

四
世
紀
の
生
存
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
黒
田
氏
の
図
式
に
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
原
則
と
し
て
は
、
黒
田
氏
の
言
う
、
十
一
’
十
二
世

紀
の
段
階
の
あ
り
方
に
結
果
的
に
は
相
当
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
微
視
的
に
は
、
い
ま
ゑ
て
き
た
よ
う
に
、
王
法
、
仏
法
の
両
者
が
ど
こ
ま

で
も
「
対
等
」
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
王
法
が
仏
法
に
優
越
す
る
と
考

（
、
）

え
ら
れ
る
関
係
が
構
想
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
虎
関
師
練
の
思
想
は
、
王
法
、
仏
法
の
関
係
論
と
い
う
観
点

か
ら
み
た
と
き
、
き
わ
め
て
独
自
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

註

（
１
）
『
虎
関
和
尚
十
禅
支
録
』
上
、
二
十
八
丁

（
２
）
『
済
北
集
』
巻
第
十
、
文
応
皇
帝
外
記

（
３
）
『
済
北
集
』
巻
第
十
、
一
山
国
師
行
状

（
４
）
黒
田
氏
『
日
本
中
世
の
国
家
と
宗
教
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
）

（
５
）
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
十
七

（
６
）
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
十
八

（
７
）
『
紙
衣
謄
』
、
一
六
○
。
ヘ
ー
ジ
。
こ
の
文
は
原
漢
文
。
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結

以
上
、
虎
関
の
「
仏
法
」
観
、
「
王
法
」
観
を
考
察
し
得
た
。

虎
関
の
と
ら
え
る
「
仏
法
」
と
は
、
国
粋
主
義
的
な
意
識
に
裏
付
け
ら
れ
た

「
禅
宗
」
と
い
う
意
識
を
つ
よ
く
も
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
本
来
的
に
禅
宗
が

重
ん
ず
る
、
釈
迦
か
ら
の
直
接
の
相
承
を
誇
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
虎
関
に
と
っ
て
は
、
国
粋
主
義
的
な
意
識
は
禅
宗

で
あ
る
か
ぎ
り
必
然
的
に
、
相
承
の
重
視
と
と
も
に
付
随
す
る
も
の
で
は
あ
っ

た
が
、
そ
こ
に
は
、
独
特
の
イ
ン
ド
史
、
中
国
史
認
識
そ
し
て
、
日
本
史
認
識

が
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
し
て
、
虎
関
の
「
仏
法
」
観
に
お
い
て
重
要
な
事
実
は
、
「
心
」
に
つ
い

て
の
つ
よ
い
関
心
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
最
終
的
に
は
、
心
の
主
体
（
性
）

の
否
定
と
い
う
か
た
ち
で
、
心
が
絶
対
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
主
体
の

没
却
を
も
伴
っ
た
、
一
元
論
的
な
思
考
に
連
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
言
う
ま

で
も
な
く
、
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
大
乗
仏
教
の
「
空
」
の
思
想
原
理
に
も
と
づ

く
主
客
の
融
合
・
一
致
で
は
な
い
。
虎
関
の
言
う
と
こ
ろ
は
、
自
己
と
い
う
主

体
は
現
象
世
界
の
な
か
に
惨
承
こ
ん
で
い
っ
て
現
象
世
界
と
一
体
化
す
る
、
と

（
８
）
「
仏
法
中
興
願
文
」
（
『
天
台
霞
標
』
三
・
四
、
大
日
本
仏
教
全
書
一

二
五
所
収
）
。
黒
田
氏
は
、
論
文
「
王
法
と
仏
法
」
で
、
こ
の
史
料
に
よ

っ
て
、
仏
法
が
王
法
よ
り
優
先
す
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
こ
と
を

述
べ
て
い
る
。
（
同
氏
『
王
法
と
仏
法
』
法
蔵
館
、
一
九
八
三
、
所
収
）

（
９
）
黒
田
氏
『
日
本
中
世
の
国
家
と
宗
教
』

（
岨
）
こ
の
よ
う
な
問
題
に
関
し
て
、
佐
藤
弘
夫
氏
に
「
仏
法
王
法
相
依
論

の
成
立
と
展
開
」
（
『
仏
教
史
学
研
究
」
二
八
’
一
）
が
あ
る
。

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
密
教
へ
の
傾
斜
と
い
う
虎
関
の
傾
向
も
こ
の
よ
う
な
心

の
把
握
の
し
か
た
と
無
関
係
で
は
な
い
。

そ
し
て
、
虎
関
に
お
け
る
「
王
法
」
観
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
強
烈
な
国
粋

の
意
識
、
す
な
わ
ち
、
日
本
は
、
仏
士
と
し
て
印
度
、
支
那
を
超
え
た
優
れ
た

国
で
あ
る
、
と
い
う
意
識
を
併
せ
も
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
比
類
な

き
日
本
と
い
う
国
の
な
か
で
、
「
仏
法
」
を
護
持
す
る
「
王
法
」
の
政
治
的
な

役
割
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
虎
関
に
と
っ
て
近
き
歴
史
に
示
さ

れ
た
よ
う
に
、
寺
院
建
立
と
い
う
具
体
的
、
可
視
的
な
か
た
ち
で
「
王
法
」
は

「
仏
法
」
を
護
持
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
王
法
、
仏
法
の
両
者
の
関
係
は
、
原
則
的
に
は
、
両
者
相
依
の
論

を
形
成
し
、
両
者
相
互
間
の
奉
仕
に
よ
っ
て
共
存
す
べ
き
も
の
と
し
て
と
ら
え

つ
つ
も
、
一
方
で
は
、
王
法
を
仏
法
に
優
先
さ
せ
る
と
い
う
傾
向
を
も
併
せ
含

む
も
の
で
あ
っ
た
。

栄
西
招
来
の
臨
済
禅
は
、
通
説
で
は
、
「
鎌
倉
新
仏
教
」
を
構
成
す
る
一
つ

の
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
虎
関
の
思
想
懐
他
の
「
新
仏
教
」

諸
宗
の
（
と
く
に
祖
師
た
ち
の
）
思
想
と
は
か
な
り
異
質
に
し
て
か
つ
独
自
な

も
の
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
が
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。

か
く
し
て
、
虎
関
師
練
は
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
枠
組
ゑ
に
よ
っ
て

思
想
を
形
成
し
つ
つ
、
彼
一
代
の
大
業
で
あ
る
『
元
亨
釈
書
』
の
著
述
を
完
成

さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

（
付
記
）

本
稿
中
に
引
用
し
た
、
『
紙
衣
謄
』
以
外
の
史
料
は
全
て
、
も
と
漢
文
で

あ
る
。
な
お
、
本
稿
の
骨
子
は
、
日
本
思
想
史
学
会
昭
和
六
十
一
年
度
大
会

で
発
表
し
た
。
（
東
北
大
学
大
学
院
・
院
生
）

四
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